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戦
後
の
社
会
、

経
済
、
文
化
な
ど

の
進

展

に
よ
っ

て
、
市
行
政
事
務

は
質
、
量
と
も
に

い
よ
い
よ
復
雑
と

一
な
り
、
高
度
化
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

一
ニ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
た
り
市
に
お

一
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る
よ

一
う
常
日
頃
努
力
し
て
き
た
の
で
す
が
、

一
今
ま
で
永
年
の
慣
習
に
よ
る
制
度
、
や

一
り
方
の
域
を
脱
け
出
す
こ
と
が
で
き
な

一
か
っ

た
た
め
に
、
い
ず
れ
も
部
分
的
な

一
改
善
に
と
ど
ま
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

一
は
い
ろ
い
ろ
ご
め

い
わ
く
を
か
け
て
き

一た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

一

そ
こ
で
市
で
は
、
市
民
生
活
の
安
定

一
と
市
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
、
民
主
的

一
で
能
率
的
な
行
政
と
健
全
な
発
達
を
促

一
進
す
る
こ

ιが
で
き
る
よ
う
行
政
事
務

一
を
合
理
化
、
近
代
化
す
る
こ
と
を
目
標

良
県

一
と
し
て
昨
年

2
月
魚
津
市
行
政
事
務
改

省

ニ

善
委
員
会
を
つ
く
り

一

ω住
民
の
利
便

一

ω事
務
の
能
率
化

一

を

モ
ッ

ト
ー
と
し
て
種
々
検
討
を
重

一
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一

こ
の
結
果
役
所
事
務
の
抜
本
的
な
体

一
員
改
善
を
は
か
る

こ
と
と
し
、
ま
ず
市

一
民
の
皆
さ
ん
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
窓

一
口
事
務
の
統
合
を
計
画
し
、

準
備
を
進

一め
て
い
た
が
、
い
よ
い
よ
け
月

5
日
か

町
則

一
ら
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

は
認

一

ご
用
件
の
あ
る
方
は
市
民
課
窓
口
へ

月
物
一

市
民
課
に
詰
台
帳
を
集
中

門
限
一

市
民
の
権
利
義
務
に
関
す
る
基
本
台

伊
倒

一
帳
の
う
ち
、
住
民
登
録
簿
、
配
給
台
帳

抑
日

一
州
民
健
康
保
険
台
帳
、
印
鍛
簿
、
国
民

向
同
一
年
金
百
帳
、
福
何
年
金
台
帳
を
カ
l

ド

一
に
し
て
、

ピ
シ
プ

ル
レ
コ

l

〆
l

(

一

一覧
式
記
帳
器
)
に
収
め
、
こ
れ
に
は
全

一
此
暗
に
つ

い
て
町
会
ご

と
に
姓
名
の
五

一
十
音
順
に
口
座
を
設
け
、
こ
れ
ら
の
台

)

一
一般
が
悦
帯
.こ
と
に

一
一闘
で
わ
か
る
よ
う

4
E

・E
・
-

(

一
に
し
ま
し
た
。
こ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
r

」
要
唱
に
た
だ
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ふ
り
に
応
ず
る
こ
と
が

で
き
、
市
役
所
に

お
い
で

に
な
る
大
部
分
の
用
件
は
市
民

課
の
窓
口
で
す
ま
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
わ
け
で
す
。
な
お
市
民
課
で

取
扱
う
主
な
事
務
を
と
り
あ
げ
て
み
ま

、しト
ι
ベ
ノ。

マ
出
生
届
、
死
亡
届

ハ
火
葬
を
含
む
〉

婚
姻
届
な
ど
の
受
付
な
ら
び
に
戸
籍

謄
抄
本
の
発
行
な
ど
戸
籍
に
関
す
る

?
」
L
ι

。

マ
印
鑑
届
の
受
付
、
印
鑑
の
証
明
、

そ

の
他
い
ろ
い
ろ
な
証
明
の
発
行
に
関

す
る
こ

と
。

マ
転
入
届
、
転
出
届
の
受
付
な
ら
び
に

住
民
登
録
、
主
要
食
糧
の
配
給
に
関

す
る
こ
と
。

マ
佐
婦
屈
の
党
付
お
よ
び
母
子
手
帳
の

交
付
に
関
す
る
・」と
。

マ
外
国
人
登
録
に
関
す
る
こ
と
の

マ
国
民
健
康
断
険
の
資
格
の
取
得
、
喪

失
の
諸
届
の
受
付
な
ら
び
に
保
険
証

の
交
付
に
関
す
る
こ
止
。

マ
国
民
年
金
、
福
祉
年
金
の
諸
届
の
受

付
な
ら
び
に
検
認
事
務
に
関
ナ
る
こ

と
。

マ
公
聴
に
関
す
る
こ
と。

マ
市
民
の
要
望
、
苦
情
の
処
却
に
関
す

る
こ
と
。

マ
選
挙
に
関
す
る
こ

と
。

市
民
相
談
室
の
新
設

い
ま
ま
で
要
望
、
苦
情
、
陳
情
な
ど

に
つ
い
て
は
各
課
で
処
理
し
て
い
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、

や
や
も
す
れ
ば
立
ち

消
え
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
皆

さ
ん
の
な
か
に
は
、
市
役
所
で
聞
い
て

み
た
い
こ
と
、
要
思
し
た
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
ど

こ
へ

行

っ
て
よ
い

の
か
わ
か

ら
な
い
と

い
う
方
も
相
当
あ
っ
た
と
存

じ
ま
す
。
今
後
は
、
市
民
課
の
横

C
冗

戸
籍
係
の
と
こ
ろ
)
に
市

R
相
談
室
を

設
け
、
そ
こ

で
す
べ
て
処
理
す
る
こ
と

と

L
ま
し
た
か
ら
、
ど
ん
な
簡
単
な
用

件
で
も
、
ま
た
ど
ん
な
陳
情
で
も
相
談

室
に
来
て
い
た
だ
け
ば
、
納
得
の
い
く

よ
う
な
処
均
を
す
る
と
と
ホ
に
多
く
の

人

々
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
明
る

魚 津 市友道

中部印刷株式会社

人口のうごき

出生 66人

死 亡 28人

婚姻 24組

敵 婚 7件

く
住
み
よ
い
市
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
市
民
課
窓
口
で
ほ
と
ん

ど
の
用
が
す
む
よ
う
に
し
た
以
上
、
出

生
に
よ
っ
て
お
こ
る
す

べ
て

の
手
続

き、

死
亡
に
よ
っ
て
お
こ
る
す
べ
て

の

手
続
き
な
ど
を
一
度
に
処
理
し
な
い
こ

と
に
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
別

に
発
行
し
ま
し
た
、

市
民
の
み
な
さ
ま

に
お
知
ら
せ
、
に
記
し
ま
し
た
と
お
り

ハ
ン

コ、

手
帳
そ
の
他
届
書
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま

す
。
今
後
の
こ
と

過
去
幾
十
年
と
い
う
永
い
歴
史
と
伝

統
で
築
き
あ
げ
ら
れ
て
き
た
役
所
の
組

織
お
よ
び
事
務
処
担
方
式
を
改
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
不
断

の
反
省
と
研
究
を
重
ね
て
役
所
事
務
の

改
善
に
努
め、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

追

加

更

生

予

算

額

六

千

六

百

余

万

円

九

七
万
円
、
負
担
金
と
し
て
二
ハ
三
万

円、

使
用
料
及
び
手
数
料
で

一
O
九
万

財

政

再

建

計

画

変

更

な

ど

可

決

円

、

国
庫
支
出
金
で

て

五

五
七
万
円

県
支
出
金
に
お
い

て
四
四
五
万
円
、
寄

魚
津
市
議
会

9
月
定
例
会
は
去
る
幻
日
招
集
さ
れ
ま

附
金
八
四
五
万
円、

雑
収
入
減
額
三
三

し
た
o

会
期
を

一
日
と
定
め
財
政
再
建
計
画
変
更
の
刊

三

万

円

、
市
債
三
四

O
万
円
と
な
っ
て

等
、
議
案
に
つ
い

て
慎
重
な
審
議
を
重
ね
た
結
果
各
件

い

ま

す

。

と
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

…才
出
…

引
続
き
任
期
満
了

制
度
で
あ
り
、
身
分
の
安
定
し
た
条
件

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
負
担
金
と

に
よ
る
市
教
育
委
員

の
有
利
な
職
業
に
就
職
し
て
戴
く
方
法

し
て
一

八
九
万
円、

消
防
ポ
ン
プ
自
動

の
選
任
及
び
人
権
擁

で、

一
ヶ
年
以
上
引
続
い

て
雇
用
さ
れ

車
購
入
に

一
七
二

万
円
、
道
路
関
係
費

護
委
員
の
推
せ
ん
に

た
場
合
そ
の
償
還
を
免
除
を
さ
れ
る
特
に
五
一

O
万
円、

経
田
漁
港
修
築
費
と

関
し
次
の
各
氏
が
同
点
も
あ
り
、
特
別
会
計
を
設
け
て
経
理
し
て
一
、

0
00
万
円、

経
田
漁
港
災

意
さ
れ
ま
し
た、

叉

す
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た

。

害

復

旧

費

一

一
五
万
円、

都
市
計
画
事

失
対
事
業
の
拡
大
強

O
市
民
会
館
特
別
会
計
設
置
に
つ

い
て

業
費
一

O
七
万
円
、
中
学
校
費
四
五
万

化
と
、
事
業
費
を
全

O
魚
津
市
市
民
会
舘
条
例

円
、市
営
プ
l
ル
建
設
費
四
五

O
万
円
、
工

額
国
庫
負
担
と
す
る

市
民
の
熱
意
と
篤
志
家
の
援
助
に
よ

業
高
校
建
設
費
九
八

O
万
円
、
山
女
保

に
ょ
う
政
府
へ
意
見

り
今
年

6
月
完
成
し
た
市
民
会
館

(
産

育

所
建
設
費
五
六
四
万
円
、
市
営
住
宅

書
を
提
出
す
る
事
に
業
文
化
会
舘
〉
を
市
の
機
関
の
一

端
と

建
設
費

一
五
戸
分
六
四
七
万
円、

農
林

決
議
し
ま
し
た
。

し
て
正
式
に
発
足
さ
せ
、集
会
、
各

種

行

費

一
五
七
万
円
、
農
林
土
木
費
六
O
一

。
主
な
議
案
と
内
容

事
等
に
活
用
し
て
戴
く
よ
う
使
用
料
等

万
円
等
が
主
な
事
業
費
で
あ
り
ま
す
0

0
魚
雷
市
財
政
再
建
計
画
変
更
に
つ
い
で

に
つ

い
て
条
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

。
特
別
会
計
追
加
更
正
予
算

市
税
及
び
地
方
交
付
税
の
大
巾
な
伸

O
昭
和
幻
年
度

一
般
会
計
追
加
更
正
予
水
族
舘
、
上
水
道
事
菜
、
下
水
道
事

び
に
よ
る
財
源
を
主
と
し
て

投

資

的

経

算

業

、
簡
易
水
道
事
業
、
土
地
区
画
整
理
費

費
に
充
当
す
る
よ
う
計
画
を
変
更
し
ま

一才
入
…

及
び
国
民
健
康
保
険
会
計
に
お

い
て
も

し
た
。

追
加
更
正
予
算
総
額
六
、
六

O
七
万

若

干

の
追
加
更
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

O
日
一
躍
労
働
者
就
職
支
度
金
貸
付
特
別

円
の
内
訳
は、

市
民
税
の
法
人
税
割
に

魚
津
市
教
育
委
員
会
委
員
に

会
計
設
定
に
つ

い
て

お
い
て
多
少
の
減
収
が
あ
っ
た
が
全
体

魚
津
市
六
郎
丸
九
九
二

。
魚
津
市
H
雇
労
働
者
就
職
支
度
金
貸
か
ら
見
た
場
合

一、

八
五

O
万
円
の
増

設

楽

孝

子

氏

付
条
例

額
と
な
り
、
地
方
交
付
税

に

お
い
て

人
権
擁
護
委
員
に

二
ヶ
年
以
上
失
業
対
策
事
業
紹
介
適
一

、
五
三

O
万
円
多
く
交
付
さ
れ
る
事

魚

津

市
浜
経
国

一
七

O

格
者
が
他
に
就
織
す
る
際
そ
の
支
度
金

に
な
り
ま
し
た
。

朝
野
朔
郎
氏

加
藤
長
左
衛
門
氏

と
し
て
、
二
万
円
以
内
で
貸
付
さ
れ
る

そ
の
他
建
物
及
び
土
地
売
払
代
金
で
が
そ
れ
ぞ
れ
同
意
と
決
し
ま
し
た
。

ー

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

-

'

第

2
回
市
美
術
展
は

部

H
彫
刻
、
四
部
H
工
芸
、
五
部
H

川
崎
将
咋
詞
民
自
一
川
島
一

ク
印
鑑
条
例
が
変
わ
り
ま
す
ψ

一…展
…
一.
引
口町
一
即
{
即
日制

マ
一一時
十
吋
日
写
真
、
七
部
品
道

に
寄
与
し
た
い
と
職
員

一
同
努
力
し
て

一

l

印

鑑

属

、

改

印

届

に

は

保

証

人

が

必

要

|

一

V

J
…

に

民

会

館

で

行
な
い
ま
す
。

品
画
、
書
道
、
工
作
、

写
其

お
り
ま
ず
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

一

日

一
~
符

γ

日

マ
範
囲
H
出
品
者
は

本

マ

点
数
H
一

人
二
点
以
内

-解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま

一
印
鑑
の
登
録
は

隊
式
の
も
の
で
市
民
課
の
窓
口
に

F
一
日L
J

一三

2

7
E
E者
お
よ
び
品

マ
搬
入
申
込
み

u
出
品
作
品
は
所
定
の

す
。

住

民

登

録

ま

た

は

外

国

人
登
録
を
し

刷

し

た

用
紙
が
あ
り
ま
す
三

本

人
一

ん
美

~

ふ

訂

U
し
出
品
作
品

出
品
目
録
を
は
り
叩
月
お
日
午
前
8

時
抗
説
明
山崎m崎
市

吃

臨

れ
割
引

机

叫

配

γ
日
常
生
一

…
一削
…

一

山

県

長

の
も
の
に

川

刊

M
V
り

5
時
ま
で
図
書
館
へ
搬

い
ま
ま
で
本
籍
だ
け
あ
る
方
の
印
鑑

活
か
ら
切
り
離
す
こ

と
が
で
き
な
い
も
一

・“

2
へ
サ

マ

一

般
の
日

マ

2
出

出

口口
作
品
は
入
選
、
選
外
を

は
、
除
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

の

が
あ
り
ま
す
o

土
地
家
屋
の
売
買
な
一

・
;
.

会

昔

掛

け

口

一
生
↓
J

・
4
d

一
部
H
日
本
画
、

ニ

と
わ
ず
け
月
4
日
午
後
4
寺

印
鑑
の
届
出
は

ど
最
近
印
鑑
証
明
の
交
付
申
請
が
ふ
え
一

…
第

三

部
品

画

(

油

絵

、

時

ま

で

に

搬
出
す
る
も
の
と
し
、
特

こ
れ
か
ら
新
た
に
印
鑑
を
届
出
ら

れ

て

い

ま
す
。
あ
な
た
方
の
印
鑑
(実
印
)
一一
.

吋

水

彩
画
、版
画
〉

、
三

別

の

事
由
の
あ
る
も
の
L

ほ
か
、
期

る
方
、
ま
た
は
い
ま
ま
で

の
印
鑑
を
は
、
厳
重
に
保
管
し
、
盗
難
紛
失
や
盗
一

l

l

i

l

i

l
i

-

-

一

日
ま
で
引
取
り
な
き
も
の
は
市
に
お

改
印
さ
れ
る
方
は、

保
証
人
の
印
鑑

用
の
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
o

な
お
一

簡

易

保

険

、

郵

便

年

金

一

い
て
責
任
を
お
わ
な
い
。

-

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
っ
保
証
人
の

改
正
さ
れ
た
印
鑑
条
例
は
什
月

5
日
か

一

資

金

運

用

問

周

年

一マ
長
帯
、
審
庄
の
結
果
、
次
の
区
分
に

印
鑑
は、

届
出
を
し
て
か
ら

1
ヶ
月

ら

実
施
さ
れ
ま
す
。

一

日

J

一

よ
っ
て
表
彰
す
る
。

以
上
経
過
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

l

i
l

i

-

-

一

記

念

品

交

喜

一
一
般
の
千

市

長

賞

(
七
点
以
内
)

り
ま
せ
ん
。

制
@
比
一
一
段

恥

創

性

一

景
気
調
整
段
階
に
あ
る
日
木
経
済
の

一

芸
術
協
会
会
長
賞

(
七
点
以
内
)

印
鑑
の
証
明
は

が

陶

知

一
よ
り
高
度
な
成
長
と
国
民
生
活
の
安
定

一
教
育
コ
名

1
7
ミ
ま

5
3見
詰
長
賞

印
鑑
の
証
明
は
、
前
も

っ
て
本
人
が

日

と
の

書

一
を
は
か
る
に
は
資
本
の
蓄
積、

国
民
貯

一

|
|
い

い
1

1
1
1

1

1

1

1

登
録
し
た
も
の
に
も
と
づ

、
て
、
必

月
こ

次

明

月

一
蓄
の
増
虫
が
緊
要
と
さ

れ

て
お
り
ま
了
こ
よ
り
ま
し
て
新
規
発
生
原
資
は
減

L

t

市

る

て

証

一

、

E
J

リ

V

要
の
つ
ど
申
し
出
に
よ
っ

て
、
市
長

月

津

す
し

岡

市

一
す

官
易
保
険
の
役
害
も
ま
た
大
き
い

少
し
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
融
資

が
本
人
の
印
鑑
に
相
違
な
い
こ
と
、

魚

年

頭

と

び

津

年

一

も

の

が

あ

る

と

存
じ
ま
す
。

に
つ

き
ま
し
て
も
相
当
影
響
を
及
ぼ
す

い
わ
ゆ
る
突
印
に
間
違
い
な
い

こ
と

〉

J

出

人

よ

魚

一

簡

易
保
険
事
業
は
、
国
民
各
層
の
ご

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
運
用
再

を
証
明
す
る
制
度
で
す
。
印
銑
説
明

年

一附

M

U
閥

幹

所
名
一
理
解
と
ご
協
力
と
に
よ
り
ま
し
て
順
調

閉

山

周

年
を
機
会

に
さ
ら
に
国
民
各
層

の
交
付
申
請
は
本
人
が
行
な

わ

な

け

人

、を

申

住

氏

一
な
発
展
を
と
げ
、
資
金
総
額
は
九

O
O
に
簡
易
保
険
の
普
及
を
は
か
り
そ
の
生

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

や
む
を
得

口
住
本

り

者

。

の

一

O
億
弓
を
こ
え
る
こ

い
た
り
ま
し
た
。

活
の
安
定
と
充
実
に
役
立
た
せ
る
と
と

'
な

前

(

〈

よ
の
す
付

一

l

t

い
理
由
で
本
人
が
来
ら
れ
な
い
場
合

日

に

記

ま

交

人

一

そ

の
資
金
の
大
部
分
は
地
方
公
共
団

も

に
、
長
期
安
定
資
金
の
蓄
積
と
社
会

は、

代
理
人
に
よ
り
証
明
書
の
交
付

合
下
し
明
限

一
体
に
融
資
さ
れ
て
地
方
の
繁
栄
な
ら
び

福
祉、

公
共
施
設
等
の
拡
充
に
寄
与
し

を
受
け
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の

都

で

た
証
権
理

一
こ
地
方
財
政
の
同
骨
化
こ
寄
与
し
て

い

た

い

と
存
じ
ま
す
の
で
市
民
各
位
の
ご

は
の
い
鑑
の

一

-v

t
ミ

1

場
合
に
は
、

本
人
自
筆
の
委
任
状
が

私
い
任
印
切
代

一
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
し
カ
し
な
が
ら

協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

必
要
で
す
。
こ

の
委
任
状
は
、
次
の

な
委

一

一
今
年
以
降
保
険
契
約
の
集
中
満
期
、

満

ま

す

。

(

魚
津
郵
伺
局
〉

カードを保管する一覧式記帳器

5円収入

:印紙貼付

魚津市長殿

状'任委



F
J
J・小竹五日♂抗日
ρ
q
H
G
H川匂
U
h
w
m
Hご
み
や
、
三
川
山
日
以
川
小
川
5JGJ'J沿
い
な
で
な
~
グ
ヤ
比
八
ゃ
い
A
J

円

''pa'v.-j
、，
s-引
ι

、，a
ヘJ
a

、町、
t
fa
e
，.・
7
4
'
'
'
E

，・‘
a
jι
‘、、，
4
J
-

可、、，，
V
1
1

、，
h
d
・-
，.‘，
a
i

叫
・・

z
j
u
u
m
T，
EMR霊
豪
州

;
Y
M

m-i省
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が
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と
斗
夜
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混
一

F
F
は
い
明

(J'HMJV10山
t
l
H
1
1
b，ぃ
U
Hぷ

7
、一白
γ~hy、ドリ
h・e九，
h
F
p
c
;
'
pd''決
氾
引
gl

p
〆h
l
，パ句、山川公ィ・河川
U
叫ん
d
h
沼
山
山
め
な
山
一
一
川
内
片
山
ヅ
汚
弘
一
ぷ
訟
が
vυJfi日
む
つ
，

魚
津
市
鹿
熊
開
拓
地
は
昭
和
幻
年
山

城
附
止
の
農
林
産
物
の
運
搬
も
可
能
と

戸
余
り
の
入
舶
者
に
よ
っ
て
十
一
町
歩
な
り
、
文
、
松
倉
城
に
運
ず
る
観
光
道

の
畑
を
闘
相
し
て
き
た
が
、

こ
の
開
拓

路

と
し
て
の
一

部
が
完
成
し
た
こ
と
に

地
は

一ニニ

C
米
の
高
台
に
あ
っ
て
庖
柄
な
り
ま
す
。

の
通
ず
る
道
凶
は
な
く
農
作
物
、等
の

運

(

写

真
H
完
成
し
た
開
拓
農
道
〉

搬
は
す
べ
で
人
肩

に
よ
っ
て
な
さ
れ

て
き
た
た
め
に
入

陥
者
も
次
第
に
転

出
す
る
の
で
‘
昭

和
初
斗
度
よ
り
総

事
業
費
二

五
四
万

円
、
ニ
ヶ
年
継
続

事
業
で

一、

六
五

O
米
の
開
拓
農
道

工
事
が
進
め
ら
れ

こ
の
た
び
完
成
致

し
烹
し
た
。

こ
の
農
道
の
完

成
に
よ
っ
て
松
倉

(2) (昭和問9月13日)
第 3種郵便物認可広

6
月
1
日
か
ら

木
炭
の
規
格
が
改

正
に

な
り

ま
し

た
。も
う
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
ム
体

裁
が
悪
い
。
ム
よ

ご
れ
て
、
き
た
な

い
な
ど
の
欠
点
が

な
く
な
り
、

今
ま

で
よ
り
も
火
付
き

も
良
く
な
り
、
残

り
火
始
末
の
面
倒

も
な
く
な
り
ま
し

た。。
新
規
格
の
木
炭

は
こ
ん
な
特
長

を
も
っ
て
い
ま

す。

1

最
も
使
い
や

す
く
て
経
済
的

な
一

定
の
長
さ

に
切
り
揃
え
て

あ
る
の
で
そ
の

ま
ま
切
ら
ず
に
使
用
で
き
、
ま
た
使

用
量
を
適
当
に
加
減
す
れ
ば
、
不
経

済
な
残
り
火
が
で
な
い
。

2

ク
ラ
フ

ト
紙
袋
の
小
量
包
装
が
主

体
と
な
っ

た
た
め
買
い
易
く
、
お
座

敷
に
も
持
込
め
ま
す
。

3

種
類
が
集
約
化
さ
れ
、
素
人
に
も

用
途
の
判
別
が
容
易
で
す
。

ま
た
価

格
が
単
純
化
し
た
の
で
買
い
易
く
な

り
ま
し
た
。

そ
の
外
木
炭
は
ム
気
体
燃
料
や
液
化

ガ
ス
燃
料
に
く
ら
べ
る
と
危
険
性
が
殆

ん
ど
な
く
、
有
害
成
分
や
爆
発
性
が
な

い
。
ム
加
工
炭

(
練
一
旦
炭
)
の
よ
う
な

有
毒
成
分
(
亜
硫
酸
ガ
ス
)
の
発
生
は

市津魚昭和37年 10月 1日発行(第194号〉

全
然
な
い
。
ム
電
気
、
ガ
ス
、
プ
ロ

〆

ン
、
石
油
な
ど
は
燃
焼
器
具
の
構
造
を

通
じ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
熱
が
利
用
で

き
る
の
に
対
し
、
木
炭
は
副
射
熱
が
多

い
か
ら
そ
の
ま
ま
燃
焼
さ
せ
た
場
合
で

も
、
そ
の
発
動
様
式
は
最
も
す
ぐ
れ
て

い
る
。
。
木
炭
の
使
い
介
け

ー

小

型

火

鉢
や
火
種
用
に
は
堅

一
級

を
お
使
い
に
な
れ
ば
少
量
で
も
途
中

消
え
せ
ず
経
済
的
で
す
。

2

普
通
の
火
鉢
に
は
堅
一

級
ま
た
は

一
級
が
適
当
で
す
。

3

コ
タ
ツ
に
は
堅

一
級、

ニ
級
を
ご

使
用
下
さ
い
。

(
こ
れ
ら
を
混
用
す

れ
ば
一

層
効
果
的
〉

4

炊
事
用
に
は
堅
二
級
ま
た
は

ニ
級

が
経
済
的
で
す
口
焼
物
の
本
当
の
味

を
出
す
に
は
木
炭
に
限
り
ま
す
。

。
火
鉢
や
コ
タ
ツ
の
灰
の
手
入
れ

ム

火
鉢
や

コ
タ
ツ

の
灰
は
保
温
の
役

目
を
果
し
ま
す
。
こ
れ
を
常
に
細
か

く
砕
い
て
空
気
を
含
む
よ
う
に
し
て

お
け
ば
燃
焼
を
助
け
、

熱
効
率
も
あ

が
り
ま
す
。

。
木
炭
の
種
類
と
使
い
分
け

』

堅

一
級

お
座
敷
用

一

一

級

「

堅

一
級

コ
タ
ツ
用

{

一

級

F

堅
二
扱

炊

事

用

(

堅
二
級

戸

二
級

家

庭

用

/

業
務
用

¥

長
炭

業

務

用

/

工
業
用

¥

白
炭

原動機付自転車標識の

=一斉登録に御協力をこ

現
在
の
原
動
機
付
自

転
車
の
標
識
は
昭
和
引

年
5
月
に
制
定
し
て
、

使
用
中
で
あ
り
ま

す

が
、
自
治
省
準
則
の
改

正
に
よ
り
、
こ
の
た
び

こ
の
型
式
を
改
め
て
昭

和
幻
年
間
月
目
白
か
ら

実
施
し
ま
す
。

こ
の
標
識
の一

斉
登

録
替
を
次
の
よ
う
に
行

な
い
ま
す
か
ら
原
動
機

付
自
転
車
の
所
有
者
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
1
取
替
期
間

叩
月
げ

日
(
水
〉
か
ら
叩
月

別
日
ハ
土
〉
ま
で

毎
日
午
前

9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で

2
取
替
場
所

大
町
小
学
校
々
庭

3
取
替
手
数
料

標
識
の
取
替
の
費
用
と
し

て
突

費

ハ
叩
円
〉
を
頂
ぎ
ま
す
。

4
携
行
し
て
頂
く
物
件

ω原
動
機
付
自
転
車

ω登
録
申
請
書

附
認
印

5
交
付
の
物
件

ω新
型
式
の
標
識

間
標
識
交
付
申
請
書

6
そ
の
他

軽
自
動
車
税
の
未
納
の
方
は
軽
自
動

車
税
を
納
付
の
上
標
識
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

公

衆

街

路

灯

の

非

課

税

日

寸

月

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
叩
月

1
日
か
ら
、

公
衆
街
路
灯
等
に
使
用
す

る
電
気
に
対
し
て
電
気
ガ

ス
税
(
電
気

料
金
の
百
分
の
九
〉
が
課
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
公
衆
街
路
灯
等
の
範
囲
は
公
衆

の
た
め
に
道
路
、
橋
梁
、
公
園
、
広
場

地
下
道
、
ト
ン

ネ
戸
、
社
寺
境
内
等
に

照
明
用
と
し
て
施
設
さ
れ
た
電
灯
で

す
。た
だ
し
、
広
告
灯
、
看
板
灯
、
装
飾

灯
等
の
主
と
し
て
宣
伝
用
に
使
用
さ
れ

日

力、

ら

実

施

日

る
電
灯
は
除
き
ま
す
。

な
お
山
月
1
日
以
前
の
既
設
の
公
衆

街
路
灯
の
認
定
に
つ

い
て
は
、
北
陸
電

力
に
お
い
て
仮
認
定
を
行
な
い
叩
月
分

か
ら
電
気
ガ
ス
税
を
課
さ
な
い
こ
と
に

い
た
し
ま
す
。

仮
認
定
に
対
す
る
訂
正
は
ロ
月
来
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
あ
ら
た
に
公
衆

街
路
灯
を
施
設
さ
れ
る
需
用
家
は
、
市

役
所
税
務
課
で
認
定
書
の
安
付
を
受
け

て
か
ら
北
陸
電
力
営
業
所
へ
提
出
し
て

下
さ
い
。

と
し
よ
り
の
日
に
高
令
者
を
慰
問

市
お
よ
び
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
9

月
日
日
の

「
と
し
よ
り
の
日
」
に
市
内

在
住
の
満
叩
才
以
上
の
高
令
者
、
高
岸

れ
い
さ
ん
ほ
が

9
名
に
対
し
自
宅
を
-訪

問
し
、
市
長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
長

か
ら
贈
ら
れ
た
木
盃
と
お
祝
い
の
彰
状

を
贈
り
、
同
時
に
米
芽
を
む
か
え
ら
れ

た
高
令
者
に
対
し
県
知
事
か
ら
の
銀
盃

と
お
祝
い
の
彰
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

ま
た

9
月
げ
日
に
は
市
社
会
福
祉
事

務
所
長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
他

6

名
が
県
立
静
窒
寮
、
富
山
市
立
怒
光
園

の
養
老
施
設
を
訪
れ
市
か
ら
の
入
寮
者

間
名
に
対
し
金

一
封
と
お
菓
子
を
贈
り

慰
問
し
た
。

な
お
施
設

へ
も
金

一
封
を
贈
っ
た
。

満
叩
才
以
上
高
令
者

氏

名

住

所

高
岸

れ
い

諏
訪
町

石

坂

よ

す

住

吉

高
島

又

蔵

蛇

田

伊
藤
喜

一
郎

仏

国

政

二

ふ

さ

科

畠

小

坂

す

ず

袋

南
部

つ
る

大

町

馬

場

い

と

舛

田

関

口

へ

な

木

下

新

九九九九九九九九九 年
O一一二三三五六八 令

小
坂
石
次
郎

米
寿
高
令
者
¥
明
治
六
年
九
月
一
六
日
か
ら
同
七
/

/
年
九
月
一
五
日
ま
で
に
生
れ
た
方
¥

氏

名

住

所

米

沢

は

る

道

坂

馬
場

元
作

大

海

寺
野
村

石

川

い

と

大

光

寺

谷

越

二

次

郎

蛇

団

関
口

て

い

天
神
野
新

木

下

つ

る

神

明

町

浜

田

や

す

南

町

柳
原

ト
キ

村

木

板
倉

つ
よ

諏

訪

町

高

瀬

つ

ゆ

浜

経

団

前
田
浅

次

郎

持

光

寺

高

三

つ

よ

木

江 袋

九
O 

。
今
が
人
隊
の
チ
ヤ

ン

ス
。

!
身
分
と
生
活
を
保
証
さ
れ
た
自
衛
官
に

|

狂犬病予防注射を次のとおり行ないます。愛犬には必

ず予防注射を受けて下さし、。又登録されてレない犬は当日受付します。なお

狂犬病予防注射実施日に来られない方は4日保健所、 14日に市役所で行ない
ます。 ・注射料130円 ・鑑札交付料30円

月日 |時 分~時分|実 施 場所 | 集合 地域

10. 41 9.30--16.001魚津保健所|市 内 全 域
5110. OO~ 12.001松 倉農 協|松倉、上 中島
列14. 00 -1 6 . 001池上理髪官|北 山、 坪野、稗畠
81 9. 30 -12 . 00:西布施連絡所|西 布 施
パ14.OO~， 16.001犬仰農協|西布施、天 神
91 9.30 -12 . 001加積農協|加 積
。19.30-12.001片貝連絡所|片 貝
101 9. 30 ~ 12 . 001上野方農協|上 野 方
111 9.30-13.001経団連絡所|経 団、道 下
。114.00-16.001青島 社宅|道 下
121 9.30-13.001記念社宅|道下、加積、下野方
什14.00-16.001上村木公民舘| グ

1川3訓19.3叩0--1ロ2.0∞川0削|下中島農協|下 中 島

グぺ小巾|トド1悶3.0∞0卜川~
1附4引I9.3叩0-1日6.0∞削0α|魚津市役所|市 内

防
衛
庁
で
は

「
際
、
海
、
空

自

衛

官
」

を
募
集
中
で
す
。

同
フ
-
か
ら
お
す
ま
で
の
男
子
は
ふ
る

っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

国
家
公
務
員
と
L
て
身
分
が
保
障
さ

れ
、
初
任
給
八
、
六

O
O
円
で
被
服
、

食
事
が
紙
料
で
す
。
在
隊
中
に
各
種
の

技
術
を
身
に
つ
け
自
動
車
の
運
転
、
整

備
や
通
信
な
ど
の
免
許
が
得
ら
れ
ま

す
。
2
年
ま
た

3
年
勤
務
す
る
と
や
め

て
も
や
め
な
く
と
も
特
別
退
職
手
当
が

支
給
さ
れ
る
ほ
か
、

6
月
と
ロ
月
に
ボ

ー
ナ
ス
も
あ
り
ま
す
。

退
職
後
は
本
人
の
希
望
に
よ
り
一

流

届~Wえ('，包J
‘・陵7 ~ aJ I ‘ ""7 

愛犬には...

必ず設録と予防注射を

一国
…民
一年
…金
…

一、

国
民
年
金
に
は
拠
出
制
と
福
祉
年

金

(
無
拠
出
制
)
と
が
あ
り
ま
す
。
福

祉
年
金
と
は
、
昨
年

4
月
以
前
に
受
給

該
当
の
事
態
が
発
生

ハ
母
子
障
害
)
し

た
者
と
満
刊
才
に
達
し
た
者
に
支
給
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

(た
だ
し
明
治
判

年
4
月
1
日
以
前
に
生
れ
た
者
ま
で
老

令
福
祉
年
金
該
当
)

て

本

年

4
月
か
ら
、
こ
の
福
祉
年
金

の
受
給
の
制
度
が
緩
和
さ
れ
、
遺
族
年

金
年
額
七

O
、

0
0
0円
以
下
、

叉
恩

給
等
は

二
四
、

0
0
0円
以
下
受
給
し

て
い
て
も
福
祉
年
金
が
支
給
に
な
る
予

定
で
す
。

一
、
昨
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
に
な
っ

た
拠
出
制
は
昨
年
で
満
叩
才
未
満
却
才

以
上
の
問
で
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し

て
い
な
い
人
は
全
員
加
入
し
な
け
れ
ば

会
社
に
百
%
の
就
職
が
約
束
さ
れ
て

お

り
ま
す
。

常
時
募
摂
し
て
い
ま
ず
か
ら
、
く
わ

し
い
こ
と
は
市
役
所
市
民
課
で
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

-登録料300円

な
ら
な
い
。
叉
恩
給
、
年
金
等
の
受
給

者
、
他
の
公
的
年
金
加
入
者
の
配
偶
者

は
任
意
加
入
で
す
。

一
、
昨
年

4
月
か
ら
国
民
年
金
は
通
算

一

通
則
法
に
よ
り
、

厚
生
年
金
、
船
員
保

一一

険
等
は
通
算
に
な
り
ま
す
の
で
他
の
公
一

的
年
金
を
や
め
た
ら
国
民
年
金
に
加
入

一

し
て
通
算
し
て
も
ら
い
、
老
後
の
年
金

一

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

一

一
、
昨
年
4
月
か
ら
始
ま

っ
た
こ
の
拠
一

出
制
年
金
は
当
然
加
入
資
格
者
で
適
用
一

一

洩
れ
の
人
は
、
直
ち
に
申
込
み
加
入
し一

て
下
さ
い
。

一

一
、
本
年
満
別
才
に
な
り
、
他
の
公
的一

-

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
直
ち
に
一

加
入
申
込
み
し
て
下
さ
い
。
(
昭
和
行
一

年
生
れ
の
人
〉

一

て

叩

月
は
国
民
年
金
保
険
料
の
印
紙
一

の
検
認
月

(
納
入
)
で
す
か
ら
未
納
の
一

方
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

一

お知ら辻三三

結
核
健
康

診
断
日
程

域

叩
月
の

レ
ツ
ト
ゲ
ン
検

査
を
次
に
よ
り
行
な
い
ま

ず
か
ら
必
ず
受
け
て
下
さ

料
金
は
無
料

シ
ャ
ツ
や

シ
ミ

ー
ズ

ハ

ボ
タ
ン
、
ホ
ッ
ク

の
な
い
も
の
)
の
ま

ま
写
真
が
と
れ
ま
す
。

叩
月

1
日
(
住
吉
校
下
〉

三
ケ

ク

ラ

プ

印

時

ー
ロ
時

住
吉
小
学
校

1

1
4

日
月
3
日
ハ
経
由
)

立
石
(西
尾
磯
宅
前
)
叩

|
什

江
口

(
倉
庫
前
)
什
・
叩
1
1

持
光
寺

(
区
長
宅
前

2
1
3
・叩

叩
月

4
日
ハ
大
町
、
経
団
)

上
口
保
育
園

1

1
4

経
団
連
絡
所

5
・ぬ
1
8

m月
5
日
(
道
下
)

小

川

田

住

宅

旧

|

什

青
島
保
育
園

川

-
m
l
4

m月
日
日
(
道
下
〉

道
下
保
育
園

1

1
4

日
カ
記
念
社
宅

5

1

8

m月
間
日
(
住
吉
、
加
積
〉

宮
津
(
神
社
前
)

叩

ー

ロ

住
吉
保
育
園

1

1

4

吉

島

住

宅

問

l
ロ

上
村
木
ク
ラ
プ

1

1

4

叩
月
げ
日
(
本
江
、
加
積
)

文
化
町
谷
川
運
送
庖
前

1
1
4

加
積
公
民
舘

5

1

8

m月
間
日

(
上
中
島
)

観
音
堂
倉
庫

川

!
日

湯

上

横

井

宅

ロ

1
2

出

倉
庫

2
・叩
1
4

叩
月
間
日
(
木
江
)

し

む

ら

の

湯

川

ー
ロ

常
徳
寺

1

1

4

m月
辺
日

(
上
中
島
、
住
吉
)

有

山

ク

ラ

プ

叩

ー
ロ

上
中
島
小
学
校

1

1

2
・叩

川
原
福
島
宅

3

1

4

三
ケ
ク
ラ

プ

叩

ー

ロ

住
吉
小
学
校

1

1
4

/'0. 
ニヒ

と

十
月
十
二
日

釈
迦
堂

魚
津
市
家
畜
市
場

，_ 
ざ

〉

」

こ

人
J

第
十
回
魚
津
市

家
畜
共
進
会

出
品
家
畜

乳
牛
、
種
牝
和
牛

肉
牛
、
種
豚

日

程

午
前
九
時
よ
り
審

査

午
後

一
時
よ
り

肉
牛
せ
り
市

午
後
三
時
賞
状
授
与
式

第

5
回
詩
吟
剣
舞
大
会

ま 10 10 10 
すな 道日月経月大木月
。お下ヵ 31回 30町江23
、公 青 日連日小小日
同民島 ( 絡(学学 (
時舘会道所経校校本
に館下回 江
血 v v 
圧大
測 110 1 1 10町
定 )

も 1 I I 1 I 
行 412 8 2 4 
な
し、

と

き

叩

月

同

日

午
後
1
時

と

こ

ろ

市

民
会
館

主

催

越

路

吟

詠

会

後

授

市

教

育

委
員
会

。
入
場
無
料

多
数
御
来
場
下
さ
い。

汐
・
全
日
本
詩
吟
道
連
盟
五
訓
・ゲ

一
、
詩
を
吟
じ
て
楽
し
み
ま
し
ょ

〉円ノ
。

二、

詩
を
吟
じ
て
健
康
に
な
り
ま

し
よ
う
。

三
、
詩
を
吟
じ
て
心
を
正
し
く
し

官
民

1
レ
ト

ι
Rノ
。

四
、
詩
を
吟
じ
て
言
行
一
致
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

五
、
詩
を
吟
じ
て
世
の
為
に
尽
し

寺
4

F

1

レ
ト
品
主
ノ
。

危
険
物
取
扱
主
任
者

資

格

試

験

危
険
物
取
扱
主
任
者
資
格
試
験
が
次

の
要
領
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

コU

試
験
期
日
日
昭
和
幻
年
日
月
お
日

予
備
講
習
会

ハ
魚
津
会
場
)

叩
片
mm
日

(
日
〉

泊
日

(
月
)

受
験
願
書
提
出
期
日

日
月
1
日

l
m月
別
日

受
験
願
書
等
詳
細
に
つ
い
て
は
市
消

防
本
部
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

A
寄

付

御

礼

V

一
O
、

0
0
0
円

大

光

寺
大
村
悦
雄

(
亡
父
健
彦
の
遺
志
に
よ
る
香
志
)

五、

0
0
0円

新
境
屋
町
林
欣
大
郎

(
亡
母
み
ね
を
の
遺
志
に
よ
る
香
志
)

三、

0
0
0円

本
江

林

正

二

(亡
父
政
衛
右
門
の
遺
志
に
よ
る
香

志〉五
O
O
円

東
部
中
学
校
谷
口
久
隆

三
O
O円
本

新

加

藤
松
次
郎

一
O
C
円

小
菅

沼

木

下

吉
平

一
O
O円

大
町

安

達

勲

被
保
護
世
帯
に
贈
る
ラ

ジ
オ
寄
贈
者

大

町

木

谷

喜

一

一

台

神

明

町

小

松

昇

一

台


